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漁場観測速報  4月分〕
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 ○磁測者の都合で壬・年度までの福山れ峠度は牛根に変更した口
 ○皇2隼度まで星で観測していたものを43年産牟ら浦内一に変更したため前年

 との比較は出来たから本。
 ○浦一一内

 4月の月間水温は平均い争.OO～17I§℃の範囲で一上,中,下旬と順調柱
 上昇をたどっている。。

 ○水成川

 月間水平は平均'a百0・2α・88℃あ範囲セ外海に,面して!'るた叩内・一
 牛根に比較して1川・・糺昨年度に比較した場合竿ん一ど勘たメ順調た上
 昇してい。る。

 ○牛・根

 福山を戸止↓て新た卿獅㍗1二・福山卿㌣㍗であぺ
 福山の前雫鮎の坤では叶均セ最高∴・1最低1.1ゴで殆んセ差がな1
 くここも順調な上昇と一いえ子づである口



 定置観測(4月〕
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 4月の漁海況

漁業部

 ※海況

 上旬の観測で1工大隅苧峡ほ'1℃前集・甑畠近海苧はい℃・雫岬部域
 は20～21℃,種子島東部衰は19～20℃を示し,これを例年と比較すλ

 ぱ甑島・.屋久尋北部岬叩目㍗るザ枕崎叩合・李曄率叩㍉暖流の影響
 戸萬め手あつた・下旬では大隅海峡は戸!7㍗・・叫島前呼工2・℃が
 観損1ドれ上旬より3～・5℃の上昇で・これを5月・上旬と較べても1㌻2℃商目
 で水温の急昇がみられえ。

 海流は上旬で雫潮師即中心は屋争島南。・6帥近作デて1・月.よ.叶離
 岸しているカミ種子島東方ではオ目当接岸している。

 ※漁況

 ○旋網

 旋網水揚最は3,380屯〔243隻)で昨年(a40吐O・砲3-72隻〕一一

 昨年(a099・o屯215隻一)を上まわ毛漁.獲で.あつた。

 薩南海域では種子島南部はムロ主体,屋久島新軍根.ではアカム回主体,佐多

 岬滞合では小サパ・豆アジキ体叩カ.ムロg混獲?漁場叩戒された・
 ヒの海域の漁場は下旬以来不漁が続ト・ている。

 西薩沖合では野間呼が小㍗手体の漁場で・甑島～牛深沖合も同鰍隣
 組成の・漁場カ1形成・されたカい卵小サバ主体の漁況から小了ジ主体へのヂ
 りが目立二った。'

 ○カツ.オー本釣二
 大型紹は上旬の台湾海域の漁況がヤニ低調となりフイ・リピン東芳のNiぺ
 ～18o,瓦127㌧128。で操業1ふ判カツオの割合がや∫多かったがトン

 ボも若千漁獲されている。

 小型船は一部宮古島近海への出漁もみ・られたが、大部分は伊平屋島。中ノ曾

 根,臥蛇周辺の七島漁一場で操業,小判カツオ主体に大判が若干みられ一,種子

 島東1部でトジボが若干漁獲された。

一喜.



 マグロ延縄

 中旬頃ま.で犬型、船は呂?5～30“,  132。～139}附近でトンボ主体の漁

 獲をたしていたが,中下旬頃から南方域のキハダ漁や沖縄近海域のクロマグロ

 漁へと移りた。沿岸マグロは沖縄西部のN2ゲ,E12ヅ附近でキハダ'主体の

 漁場が形成されたが,中旬以来喜界一島J種:子島東岸あクーロマグロ漁沌ぼし一ま一り一

 キハダにクロマグロ2川4尾程度あ漁獲があった。
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 薩南海域のカツオ構報

漁業都

 I現状

 1・海況.

 (2.鹿児島県水産試験場の観測(第1図・〕
 一.戸㍗1ら壬月にかけ千竿千雫導甲の表面水準は∵～ト!℃台下平年よ
 り2℃内外の低目で経過トていたがjソ下平なつ千2B℃育に急上昇
 ㌣て平年子ザ℃号上の芦目叩った・㍗1子か平瀬帯域は㍗巾†
 ノ曾根で㍗5℃内外の水帯が観甲」㌣平年並叩した模様㍗㍉

 (b)南西海区水産研究所の観測(第3図⊃

 薩南海域から一台湾東方海域の観測を2月17日～3月20日に実施した

 、緒秤み㍗丁応㍗干≒一㌣下奉面氷温の子戸℃秤即今甲車沖縄近海
 まで達卜㍗り昨年キ叩目に字管して∵?1(.41年は呼雫巧に存在
 し・.ギ隼叩準平は種子1慶空海ま㌣して'1る〕1

 (C)。長崎海苧平台の本中想、
 本県夏季の西r本海域の表面水温は秤岬と午ろL東㍗海の黒潮
 の流呼増鏑を苧ぎ㍗平に㍗が甲午よ一千は多苧の見二岬“のはか
 黄碑冷水の繭1下平弱、∵又黒竿流域の水平千尋は例年干り早いだろう.。

 2・.準.況

 竿崎1+川港午水軍げし乍㍗岬エ2片㍗雫干51車・B'=…川'
 。錘てい23屯・・月は2・1隻.2、・93毛で秤を咋.雫同期㍗べると・
 .肺㍗してい㍗∵,8㍗.空船㍗竿強・手甲㍗.雫膏雫.で二釦つたが・
 4則干千苧船・水揚苧ともに碑㍗たゾ雫船か亭の甲を坤㍗と次の
 ようであった。

 2.月下ヅ.大字苧叩頭岐㍗N.デ～21:・.甲'・'!叩外呼キ㌧・'隻
 3㍗ギ砲の氏・、中岬即大、守も坪帯、午.子干ぽ.同じ・漁場で操業
 ㌧神キ隼(一8。・～1.。%)マ・雫1・∵・甲・.ラ・㍗か宮。辛労
 .面干.は苧佃卑下の少.判子竿・.,徳㍗近琴㌣g羊叶釣準・レた船も
 あった。水温は先.弓群島中ら台湾商.郡で昨年よ.り1～2℃.の高目に



 なっている。

 3月上旬:大型船は台南漁、場とパラオ近海からの人I港船が多く,1隻30。～80

 屯であった。I中,小型船は組頭岐附近で操業するものもあったが,宮古

 島でも18J20毛の好漁船もあった。

 3月中旬三中,小型'船は宮古商栗漁場で操業する船が多くなり丑愛エ。～1δ屯。

 大型船はラサ島南からルソシ島東部に多.`小判主体で・い・・毛の船
 が多かった・又,N18～19。,E12げ～ユ28。で操業した船で60

 竜の好漁船も.みられた苧99%が小判でもづた。
 3月†旬:中三小型船は富古南東漁場から紅頭岐附近で1.3～17屯程度,又悪

 、、.'右島蝉で1・毛の漁事があった船もみられ㍍大型船はルソシ島北東
 域.N20。～'2.3。・E12チ～し.2ヂで1芸当り小判主体の30屯内外で
 あった。

 たおス・レ輯あいb二50㌧8o-1・I,E1/・㌧・O㌧・0'に糾・て
 3目=間操業で=75毛の好漁船もあった。(大判39%,中判60%〕

 4月上旬:中,小型船は宮古南東漁場で2～3日間操業で8㌻I25毛の入港船が一

 致菱あつたが悪石島近海からと沖縄西の鳥島曾根附近から8～i5屯の

 ・漁獲で入港する船が多・かった。

 大型船はN.18。一22。,一画1I2“～12ブで30一～40毛の船が多か

 つ・た。一てNl?㌧18。,瓦12?。～129㌣?O屯・の船もあった〕

 4月中。I下旬:申,㌧』く型船は栂縄西の1oo導線附近と五号曾根,中ノ曾根あた

 りに出漁した船春多かった。(8～20毛の漁⊃一方台南漁場にも数

 隻出漁Iし.た船は20屯.内外の漁であった。

 次に本一県に水揚げされたカツオの経年変化を第2図に示した左おり,

 示I,小型船は42年まIてば隔年周期であったのが43年、はその型がくず

 れた。

 ・このように41年を'最高にして減少の傾向を迫るようにうかがえる。

 犬一埴=船に一一よ右南方カ=ヅポぽ上昇ゐ一途を辿5',4'3.年は近年の最高で

 あ.った。虜4I画一の1隻当りの平均漁獲量からも同様な傾向がみられる。

 従う一て一i.J3一月を各月について4て毛同様であり43年は50屯をこえ

 一'る=漁嘘一量二であった。ところが今年ゐ理合1月40章,I3月39屯と43
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 年に比べ大巾に減少し㍗る.こと評わか札..一・,.
 太平洋のカツオ資源はいまのところ増加傾向にあるという・ことがいわれ

 ているが,本県に水嘉げされる傾向からみれば,漁場はバ…オ,小笠原

 方面の東沖が不漁であって〃ソン島東部に形成されているととは,太平

 洋のカツオ資源が減少傾向にあるのが;あ老いは今毎だけの特異現象で

 あるのかはっきりわからない。

 第?図の大型船による魚体をみると,昨年9月から今年2月までは5一

 二6侮のヰ判が増加して恭り,7～8個以上の飛火,昌～壬個以下の小

 判が非常に。滅牛しているのが目立っている口(但し9./0月?小判は
 多いが⊃

 中小型船による近海カ.ツオは,2月は例年たら七島近海の瀬付の大判

 を釣獲し不い午が・年々触辛・0屯級け寧化される即にあって漁
 場は台湾近海へ出漁するようにたった関係上資料注少ないが今'年は特た

 小判の占める割合が多かった。

 参考までに南方,近輝を間わず魚価は干g当りlio～130円の高値
 が続いている。

 枕崎,山川港には県外船の入港も多く東沖あ漁場が回復したい限り当分

 高値が続くと思われる・

 皿見透し

 1,水温の変動を一応の目安として屋久島近海につ・いてみると,3月が最低温

 期で4月上旬以降はよ昇期に人り4～5月の上昇傾度は急激である。従って

 以前予想していたとおり薩南海域の水温はら月以降平年より高目に推移して

 いる。このように冬期低温から春期高温に急上昇する好漁型ともいえよう。

 2,本県に水揚げされるカツオの経年変化は,41年を最高にして42年43

 年は減少の傾向な示していることふ,今年あ南方カツオ漁場は,小笠原,パ

 ラオ方面は不漁で,ルソン島方面に西偏していることは1カツオ資源の勢力

 は西に強く栗に弱く見受けられる。南方からのかい灘を待つ薩南海域では好

 条件ではたかろうか。

 しかし・現在南方漁場での魚体は産卵群1である大判と・今後薩南海域での
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 漁獲対象になるであろうと期待される小判の減少がうかがわれる。

 南方での1隻当りの漁獲量は30川畠0竜台で好漁塑でたいこ左など好条件

 は満って1いない・.
 反面奉年2月壷ら台毒近海は,小判轟の漁獲が多く4られ七おり南方での漁

 鍾量注慈カ;った春,台湾近海二のふい滋は少なく左かったのではないかと考え

 .られ.る。'.

 このように南方,近海の漁況は相反する条件になっており,近海へのかい海

 を多く望むのほ無理なように感女る二.

 ・1.黒潮域㍗水温は・月に一たらて千年町畔癌伽昨は1・竿最大に
 今年は減量期た人十た・よ;で美る紳年より多い見込みてあ4、・
 種子、屋久近海は冬期から黒潮勢力の影響を強く受けており,一方甑島方面

 がちの浴津永系の南下流は依森∠しそ強い。従って両者の混合域である黒島,

 単垣虹毒は縞動域を.形成している模様でもIり一一,ごみ芳翫セの漁場形成ぽ早くな

 ろうと予想される。

 4,以上のようだ見方から今年は不漁型でたく辛年漁になる公算が強いと予想さ

 れる。'I



 屋久轟北部海域の表面

 水温の・変化(昌t昌)

 4!年(好漁年〕

 4呂I年(中漁年〕

4色年

第2図  '.水揚量の経年変化

大型船

 [一!ト型星悪書

 '中小型船の年平均量



第5図表面水温分布
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第6図  銘柄別調査による体・重組成
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第7図  銘柄別溺査による体重混成
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第3図  中小型船による漁獲遺の年別月別変化
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第4図  大型船i鐘1航海当り漁獲量の年別月別変化



第8図
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業務概況

本場

漁業部
 5月1目…3目坊泊貝エビ分布調査(かもめ〕

 5月3日…ユ7目.ブリ好調査(かもめ)

 ・月1日～1'・日ビンナガ魚群調率(さつなん〕一
 5月81ヨカツオ漁況予報発表

 5月15目トビウオ漁況予報発表

 5月2Uヨ川2・6貝浮魚魚群調査(さつなん)一

 5月21日～28目.ブリ好調査(かもめ〕

増殖部
 ・アコヤガイ鵜寵(福山・隼へ・龍ケ夫ゴー

5月1日試料採取

 。真珠漁場観測(福山I隼人・寵ケ†〕一
5月10,26日観狽口

 5月ユ1.27日鉄板取揚げ

 5月17日付着硅藻取揚げ

5月10,/2目生長渕走

 ○バイ養殖試験

 5月2日網囲い作業〔谷山〕

 5月15;16日種苗交渉(熊毒県河南〕

 ○ノリ関係

月間糸状体培養'

 5月21日∴育種実験準備'一

製造部
 ○魚肉エキス利用試騨(継続〕

 _1二L


